
消
費
税
増
税
に
伴
う
各
種
使
用

料
、
手
数
料
の
改
定
に
つ
い
て

　

消
費
税
率
の
改
正
に
伴
う
各
種
使
用
料
、

手
数
料
の
改
定
に
つ
い
て
、
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

　

消
費
税
率
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
野
田
政
権
下
で
消
費
税
増
税
を
柱
と
す

る
「
消
費
税
法
改
正
法
」
が
可
決
、
成
立
し
、

そ
の
施
行
の
是
非
に
つ
い
て
安
倍
政
権
に
お

い
て
協
議
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
８
％
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

消
費
税
率
が
８
％
と
な
る
こ
と
で
、
現
行

５
％
の
税
率
を
基
に
設
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
各
種
使
用
料
、
手
数
料
に
つ
い
て
改
定
の

必
要
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
使
用

料
、
手
数
料
の
中
で
も
法
令
に
基
づ
く
事
務

手
数
料
な
ど
は
非
課
税
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

見
直
し
の
方
法
と
い
た
し
ま
し
て
、
８
％
に

課
税
し
た
場
合
の
端
数
処
理
を
、
10
円
単
位

で
徴
収
し
て
い
る
使
用
料
・
手
数
料
は
、
10

円
未
満
切
り
捨
て
、
ま
た
、
１
０
０
円
以
上

の
単
位
で
徴
収
し
て
い
る
も
の
は
、
１
０
０

円
未
満
切
り
捨
て
処
理
し
、
１
０
０
円
単
位

で
丸
め
る
端
数
処
理
を
実
施
し
た
結
果
、
現

行
３
６
０
０
円
以
上
の
使
用
料
・
手
数
料
が

引
き
上
げ
の
対
象
と
な
り
、
全
体
の
約
14
％

の
使
用
料
、
手
数
料
の
改
定
が
必
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

使
用
料
、
手
数
料
の
改
定
に
当
た
っ
て
は

町
民
へ
の
周
知
を
十
分
に
行
う
な
ど
相
応
の

準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

定
例
会
に
関
係
条
例
の
一
部
改
正
を
提
案
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

西
泊
津
地
区
町
有
地
の
活
用
に

つ
い
て

　

６
月
定
例
会
の
行
政
報
告
に
お
き
ま
し

て
、
株
式
会
社
日
高
食
肉
セ
ン
タ
ー
に
係
る

「
建
設
用
地
の
造
成
工
事
の
進
ち
ょ
く
率
は

75
％
程
度
」
又
「
本
体
建
築
工
事
の
着
工
時

期
が
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
か
ら
約
５
カ
月
遅
れ
の
本
年
10
月
頃
に
着

手
予
定
」
と
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

建
設
用
地
に
か
か
る
造
成
工
事
は
、
既
に

完
了
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
体
の
建
築
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、当
初
計
画
し
て
い
た
「
と

畜
解
体
処
理
方
式
」
の
見
直
し
、
機
械
処
理

過
程
の
充
実
に
よ
る
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
製

品
に
付
加
価
値
を
付
け
る
為
の
内
臓
加
工
施

設
の
増
設
、
需
要
の
多
様
化
に
対
応
す
る
為

の
部
分
肉
加
工
場
の
拡
張
、
本
州
及
び
輸

出
向
け
の
た
め
の
冷
蔵
庫
拡
張
な
ど
、
当
初

の
計
画
内
容
を
変
更
す
る
事
と
な
っ
た
事
か

ら
、
設
計
変
更
に
入
る
と
と
も
に
、
変
更
内

容
に
つ
い
て
詳
細
を
関
係
者
で
協
議
し
ま
し

た
が
合
意
に
至
ら
ず
、
最
終
的
に
は
、
事
務

所
位
置
な
ど
の
内
容
の
一
部
変
更
す
る
事
で

再
度
図
面
を
作
成
す
る
事
と
な
り
、
こ
の
間
、

時
間
を
要
し
着
工
が
遅
れ
る
結
果
と
な
っ
た

と
の
事
で
す
。

　

ま
た
、
変
更
内
容
の
決
定
を
受
け
、
図
面

の
作
成
後
、
確
認
申
請
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
考
慮
す
る
と
、
冬
期
間
の
本
体
工
事
の

着
工
と
な
り
、
当
初
予
定
し
て
い
な
か
っ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
費
用
の
増
額
に
加

え
、
冬
期
間
の
工
事
は
、
種
々
問
題
が
発
生

す
る
事
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
関
係
者
で
検

討
の
結
果
、
本
体
工
事
の
着
工
は
、
平
成
26

年
４
月
、
施
設
の
本
格
稼
働
は
平
成
27
年
５

月
を
予
定
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
事
か
ら
、請
負
業
者
で
あ
り
ま
す
「
前

田
建
設
」
は
、
８
月
28
日
現
場
事
務
所
を
一

旦
引
き
払
い
、
明
年
４
月
の
工
事
開
始
に
併

せ
、
現
場
事
務
所
を
再
度
設
置
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

一
方
、
従
業
員
の
新
規
採
用
に
つ
い
て
、

最
終
的
に
パ
ー
ト
含
め
80
名
程
度
に
な
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
内
、
操
業
開
始

の
一
年
前
と
な
る
来
春
に
、
卒
業
予
定
の
高

校
生
10
名
を
採
用
す
る
事
で
既
に
内
定
し
た

旨
も
あ
わ
せ
て
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

浦
河
赤
十
字
病
院
精
神
神
経
科

の
廃
止
方
針
に
つ
い
て

　

浦
河
赤
十
字
病
院
精
神
神
経
科
の
廃
止
に

関
し
ま
し
て
は
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、

経
緯
と
町
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
ご
報
告
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
の
経
過
に
つ
い

て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

浦
河
日
赤
病
院
側
か
ら
の
廃
止
方
針
を
受

け
、
日
高
町
村
会
は
、
日
高
総
合
開
発
期
成

会
と
と
も
に
要
請
行
動
を
と
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
予
定
ど
お
り
９
月
30
日

に
、
日
赤
北
海
道
支
部
、
北
海
道
議
会
議
員
、

北
海
道
保
健
福
祉
部
へ
、
10
月
１
日
に
は
上

京
の
う
え
、
日
赤
本
社
、
厚
生
労
働
省
、
国

会
議
員
に
対
し
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
行
動
に
お
い
て
、
日
赤
本
社
か

ら
は
、
地
域
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
に
対
し
謝
罪
が
あ
り
、
北
海
道
が
設

置
す
る
、
地
域
懇
談
会
に
お
い
て
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
く
考
え
が
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
浦
河
日
赤
病
院
に
対
し
て
は
、
10

月
２
日
に
管
内
議
長
会
が
、
７
町
議
会
の
議

決
書
を
提
出
し
た
ほ
か
、
７
日
に
は
、
管
内

町
村
会
、
及
び
総
合
開
発
期
成
会
が
緊
急
申

入
書
を
提
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
精
神
神
経
科
の

存
続
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
際
、
浦
河
日
赤
病
院
の
院
長
か
ら
、

唐
突
で
あ
っ
た
廃
止
表
明
に
つ
い
て
謝
罪
が

あ
り
、
今
回
の
方
針
に
つ
い
て
、
日
本
赤
十

字
社
と
し
て
は
「
本
年
度
を
も
っ
て
の
廃
止
」

と
い
う
、
期
限
を
定
め
て
の
廃
止
方
針
は
、

棚
上
げ
の
状
態
で
あ
る
旨
の
説
明
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
要
請
行
動
と
は
別
に
、
北
海
道

が
地
域
へ
の
説
明
や
意
見
交
換
の
場
と
し
て

設
置
し
た
、「
日
高
地
域
精
神
保
健
医
療
懇

談
会
」
が
、
10
月
７
日
、
11
月
21
日
の
２
回

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

懇
談
会
は
、
浦
河
日
赤
病
院
を
は
じ
め
、

日
高
医
師
会
・
各
町
保
健
福
祉
課
長
・
管
内

精
神
保
健
福
祉
関
係
団
体
・
北
海
道
・
保
健

所
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
精
神
神
経
科
の
廃
止

方
針
の
理
由
や
考
え
方
に
つ
い
て
確
認
す
る

と
と
も
に
、
地
域
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
て
お
り
、
当
然
、
存
続
に
向
け
た

要
望
も
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
結
論
付
け

に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
継
続
し
て
、

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
赤
側
か
ら
の
廃
止
表
明

以
降
、
行
政
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
住
民

か
ら
も
、
存
続
要
望
の
動
き
が
あ
る
中
で
、

現
時
点
に
お
い
て
、
日
赤
側
か
ら
方
針
に
つ

い
て
の
明
確
な
回
答
は
な
い
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
件
は
、
地
域
医
療
に
と
っ
て
大
き
な
問

題
で
あ
る
一
方
で
、
日
赤
病
院
と
し
て
も
経

営
赤
字
に
加
え
、
医
師
や
看
護
師
確
保
な
ど

の
難
題
が
あ
り
、
解
決
は
容
易
で
は
な
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
管
内
各

町
と
連
携
し
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

福
祉
灯
油
支
給
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

　

福
祉
灯
油
支
給
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

灯
油
価
格
の
高
騰
に
対
応
す
る
、
単
年
度
の

特
別
な
対
策
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、

昨
年
度
も
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

本
事
業
実
施
の
判
断
基
準
と
し
て
は
、
灯

油
価
格
が
１
０
０
円
を
超
え
る
状
況
を
一

つ
の
目
途
と
し
、
値
上
が
り
幅
も
考
慮
し

て
、
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
年
度

に
お
い
て
も
灯
油
価
格
を
注
視
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
本
年
11
月
初
旬
の
灯
油
価
格
は

１
０
１
円
で
、
昨
年
同
時
期
と
比
べ
て
12
円

ほ
ど
値
上
が
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

値
上
が
り
の
額
は
、
急
激
な
高
騰
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
依
然
と
し
て
灯
油
価
格
は
高

止
ま
り
の
傾
向
で
、
今
後
の
値
上
が
り
も
予

想
さ
れ
て
お
り
、
近
年
の
厳
冬
に
鑑
み
ま
す

と
、
影
響
を
受
け
る
方
々
へ
の
支
援
が
必
要

と
判
断
い
た
し
ま
し
て
、
本
年
度
も
「
あ
っ

た
か
灯
油
券
」
を
支
給
さ
せ
て
い
た
だ
く
形

で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
昨
年
度
同
様
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
・
障
害
者
手
帳
所
持
者
が

い
る
世
帯
及
び
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
で
、

本
年
度
の
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る

方
と
し
、
灯
油
券
１
万
円
分
を
支
給
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
明
年
１
月
中
旬
か
ら
受

付
を
開
始
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

日
高
中
部
４
期
地
区
広
域
農
道

整
備
事
業
に
係
る
事
業
工
期
の

延
伸
に
つ
い
て

　

道
営
農
道
整
備
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
日
高
中
部
４
期
地
区
広
域
農
道
整
備
事
業

は
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
事

業
期
間
で
、
東
川
地
区
と
美
宇
地
区
の
間
、

全
体
延
長
６
２
１
７
ｍ
の
道
路
改
良
舗
装
工

事
を
実
施
す
る
計
画
で
事
業
費
と
し
て
は
、

22
億
円
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
町
道
元
神
部
町
有
牧
野
芽
呂
線
の
改

良
・
舗
装
工
事
に
着
手
し
平
成
24
年
度
ま
で

の
実
績
と
し
て
全
延
長
、
６
２
１
７
ｍ
に
対

し
改
良
工
事
は
、
４
４
６
３
ｍ
で
進
ち
ょ
く

率
71
・
８
％
、
舗
装
工
事
は
、
３
６
１
２
ｍ

で
58
・
１
％
の
進
ち
ょ
く
率
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
分
実
施
計
画
に
基
づ
く

事
業
費
は
、
繰
越
明
許
分
も
含
め
て

５
億
７
０
４
０
万
円
で
改
良
工
事
６
０
０

ｍ
、
舗
装
工
事
３
７
４
ｍ
、
暫
定
切
土
工

１
１
５
４
ｍ
及
び
保
安
林
解
除
な
ど
の
委
託

業
務
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
、
実
施
分
と
し
て
は
、
改
良
工
事

６
０
０
ｍ
と
委
託
関
係
な
ど
で
執
行
額
は
、

１
億
２
８
４
０
万
円
程
度
と
な
る
こ
と
か

ら
、
生
じ
ま
し
た
残
予
算
４
億
４
２
０
０
万

円
程
度
を
平
成
26
年
度
へ
の
繰
越
明
許
費
と

し
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
負
担
金
が
22
・
５
％
で
あ
る
こ
と
か

ら
平
成
25
年
度
の
町
の
負
担
金
繰
越
明
許
費

は
、
９
９
４
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
当
初
計
画
事
業
費
に
対
し
て
、
執

行
率
が
22
％
程
度
に
と
ど
ま
り
ま
す
が
、
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
こ
の
地
区
の
計
画
路
線

内
に
あ
り
ま
す
国
有
林
区
間
に
係
る
保
安
林

解
除
に
つ
い
て
日
高
振
興
局
と
日
高
南
部
森

林
管
理
署
と
が
保
安
林
解
除
申
請
に
向
け
て

昨
年
度
よ
り
幾
度
と
な
く
協
議
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
に
入
り
新
た
な
修
正
指

示
が
多
数
出
さ
れ
、
そ
の
修
正
対
応
で
遅
れ

て
お
り
ま
し
た
が
申
請
が
受
理
さ
れ
、
そ
の

後
、
関
係
機
関
の
審
査
手
続
き
を
経
て
、
現

在
は
、
林
野
庁
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
の
審

査
を
終
了
し
12
月
３
日
に
告
示
さ
れ
、
来
年

の
１
月
中
旬
に
は
当
該
保
安
林
解
除
が
な
さ

れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
25
年
度
中
に
冬
期
間
の

保
安
林
内
の
暫
定
切
土
工
な
ど
の
工
事
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
先
に
説
明
い
た
し
ま
し

た
よ
う
に
、
残
事
業
費
を
繰
越
明
許
費
と
し

て
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て
早
期
の
工
事
発

注
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
当
該
工
事
に
係
る
予
定
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
は
、
国
有
林
区
間

内
の
暫
定
切
土
工
１
１
５
４
ｍ
及
び
計
画
路

線
の
美
宇
側
終
点
付
近
並
び
に
東
川
側
終
点

付
近
の
舗
装
工
１
４
５
１
ｍ
の
施
工
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
、
国
有
林
区
間
内

議　会
-第４回定例会 -

　12 月 17 日に招集された第４回定例町議会は、20 日、

全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、小竹町長、杉本教育長の行政報告のほか、

今年度の補正予算などが審議されました。小竹町長と杉

本教育長の行政報告についてお知らせします。

第４回定例会

町
長
行
政
報
告

日高食肉センター建設予定地の現況
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